
辟守鰺翔Υ亀.ふ
2蛋 白結合率が低い。
3脂溶性
4非イオン化物
5服用から長時間経過

試験問題番号  58

茉鮨lMヽ薄 Fk、1盤:

bヘモグロビンはCoよりも酸素に対する親和性が高い。
c CT検査では小月肖の低吸収域像が特徴的所見である。

:進藤儀皇又はEI黛晟瑾襲墓甚糞暦頓駅鍛
~脚ヒ炭素中毒があ乙

la,b,c 2_a,b,e 3a,d,e 4b,c,d 5_c,d,e

O試験問題番号  59
以下の文章で間違いはどれか。

去塁不舅鍔Ⅷ 昴簾
g香
鰹ξ5]釈

がおきて遠位尿細管での再吸収が抑えられ薬物が除

冗 銘 1   町

再吸収されないの球 を酸性やアルカン臼 こして俳 ィォ

:猛鶉 又卿1×鰤
e強制利尿には5%ブドウ糖液が頻用される。

la、 b 2a、 e 3_b,c 4_cd 5 d.e

試験問題番号  60
薬物と拮抗薬の関係で間違いはどれか。
1青酸化合物…………亜硝酸
2ベンゾジアゼピン…・フルマゼニル
3アセトアミノフェン…。Nアセチルシステイン
4クマリン系殺鼠薬…・ビタミンD
5有機リン……………・IIM

贔
試験問題番号  61
パラコート中毒について間違っているのはどれか。

1予後の良い中毒である。
2分布容量は高い。
3肺に集積する傾向がある。
4肝障害や腎障害も数日して発症する。
5口腔内の青緑色の着色、口腔内びらんは診断に役立つ。

試験問題番号  62
熱中症に関する文章で間違いはどれか

1熱射病では体温が40℃以上になる。
2意識障害がみられたら救命センターヘの搬送が望ましい。
3熱射病は多臓器不全やDICへ伸展すると予後が悪くなる。
4なるべく早く38℃まで冷去口することが大事である。
5重症症例ででも肝不全はまれである。

試験問題番号  63
日射病についての記載で誤つているのはどれか。

1 日光に暴露することで発症する熱中症を日射病と呼ぶ。
2 日光照射を頭部や頸部にうけて体温中枢が失調する。
3発汗がみられ、頭痛や全身俗怠感などの症状がでる。
4体温は40℃以上に上昇する。
5涼しい場所で臥床、安静にして、水分と塩分を補給する。

Q試験問題番号  64
熱中症に関する文章で間違いはどれか。

1熱射病は高温多湿の環境下での労働を行つた際に発症しやすい。
2熱射病では意識障害がみられる。
3熱射病は多臓器不全に陥りやすい。
4体温は40℃以上になる。
5横紋筋融解症が起きることはまれである。


